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【主な内容】盛岡市内一周継走　西根中男子が連覇達成（関連２～３㌻）
　　　　　地域に寄り添う身近な存在　民生委員・児童委員（関連４～５㌻）

地元の声援に感謝　さらなる飛躍誓う

小林陵侑
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第
73
回
盛
岡
市
内
一
周
継
走
大
会
は
４
月

21
日
、
県
営
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
発
着

点
と
す
る
１
周
３・
８
㌔
の
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
、
中
学
校
男
子（
出
場
１
１
４
チ
ー
ム
）で

西
根
中
が
優
勝
し
、連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
各
校
の
エ
ー
ス
級
が
出
そ
ろ
う
１
走
を
務

め
た
の
は
戸
津
大
輝
選
手
。
ト
ッ
プ
を
視
界

に
捉
え
な
が
ら
食
ら
い
つ
き
、
競
技
場
に
入

る
と
渾
身
の
ス
パ
ー
ト
で
２
人
を
抜
い
て
、

６
位
で
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
２
走
は
、
昨
年
も

同
大
会
の
出
場
経
験
を
持
つ
主
将
の
工
藤
信

太
朗
選
手
。
競
技
場
手
前
で
遠
野
中
を
抜
き

去
り
、
ト
ッ
プ
に
立
ち
ま
し
た
。

　
優
勝
を
盤
石
に
し
た
の
は
３
走
の
遠
藤
樹

選
手
。
2
位
以
下
を
引
き
離
し
、
独
走
で
４

走
の
髙
橋
悠
月
選
手
へ
と
タ
ス
キ
を
託
し
ま

し
た
。髙
橋
選
手
は「
時
計
の
ス
タ
ー
ト
ボ
タ

ン
を
押
し
忘
れ
て
し
ま
っ
て
」と
後
日
漏
ら

し
て
い
ま
し
た
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
で
体
に

染
み
つ
い
た
リ
ズ
ム
を
刻
み
、
ペ
ー
ス
を
守

り
ま
し
た
。
５
走
の
門
屋
佳
一
郎
選
手
も
落

ち
着
い
た
走
り
を
見
せ
、
昨
年
優
勝
時
と
同

タ
イ
ム
の
１
時
間
４
分
16
秒
で
ゴ
ー
ル
。連

覇
を
示
す
２
本
指
の
Ｖ
サ
イ
ン
で
テ
ー
プ
を

切
り
ま
し
た
。

　
選
手
は
、昨
年
優
勝
し
た
先
輩
と
共
に
練
習

を
重
ね
、全
国
大
会
も
経
験
し
、力
を
付
け
て

き
ま
し
た
。
10
月
の
県
駅
伝
で
は
他
校
か
ら

マ
ー
ク
さ
れ
ま
す
が
、県
駅
伝
で
も
連
覇
の
重

圧
を
は
ね
の
け
、全
国
大
会
出
場
を
勝
ち
取
り

に
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
み
ま
す
。

門屋 佳一郎（３年）　₁₃：₂₈　区間７位
４人が大きなリードを作ってくれたの
でうれしかったです。油断しないように
自分に言い聞かせて、落ち着いて走り切
ることができました。

中 学 男 子
各区間総合上位６チームの記録

00：12：16
00：12：1₈
00：12：19
00：12：22
00：12：27
₀₀：₁₂：₃₇

₀₀：₂₅：₀₈
00：25：13
00：25：2₈
00：25：37
00：25：44
00：25：45

₀₀：₃₇：₄₆
00：3₈：35
00：3₈：45
00：3₈：54
00：3₈：5₈
00：39：05

₀₀：₅₀：₄₈
00：51：27
00：52：21
00：52：37
00：52：39
00：52：44

₀₁：₀₄：₁₆
01：04：35
01：05：57
01：05：5₈
01：06：01
01：06：14

【第１走】
1位　遠野
2位　長内
３位　土淵
４位　胆沢
5位　城西
６位　西根

【第２走】
１位　西根
2位　遠野
３位　胆沢
４位　福岡
5位　盛岡・河南
６位　滝沢南、土淵

【第３走】
１位　西根
2位　福岡
３位　遠野
４位　大船渡・一
5位　滝沢南
６位　盛岡・河南

【第４走】
１位　西根
2位　福岡
３位　遠野
４位　大船渡・一
5位　盛岡・河南
６位　大宮

【第５走】
１位　西根
2位　福岡
３位　遠野
４位　北陵
5位　盛岡・河南
６位　滝沢南

ZOOM　UP！ズームアップ

優勝を勝ち取った
５選手の走りに

第73回盛岡市内一周継走大会
73nd Morioka City Around Relay Race Tournament

髙橋 悠月（２年）　₁₃：₀₂　区間２位
2位とのタイム差があったので、自分の
ペースを刻むことに集中しました。最後
のラストスパートを上げられるように練
習に励んでいきたいです。

遠藤 樹（３年）　₁₂：₃₈　区間1位
単独で走っている時間が長かったが、余
計なことは考えず、ペース通り走ること
ができました。練習からラスト₈00㍍を
イメージして練習していきたいです。

工藤 信太朗（３年）　₁₂：₃₁　区間1位
1走がいい走りをしてくれたので、勢い
に乗ることができました。展開を考えな
がら駆け引きして、トップでつなげるこ
とができたのはよかったです。

戸津 大輝（２年）　₁₂：₃₇　区間６位
ラスト₈00㍍でスパートをかけ、順位を
上げられてよかったです。中盤でペース
が落ちて先頭集団に離されたので、県大
会に向けて、練習を積んでいきたいです。

氏名（学年）　タイム　区間順位
レースを振り返っての感想や今後の抱負
など

西根中男子が連覇達成西根中男子が連覇達成

㊤1走の戸津選手に声を掛け、たすきを
待つエースの工藤主将

㊦ゴール直後に支えてくれた仲間と抱き
合い、喜びを分かち合う選手たち

㊨
優
勝
を
報
告
す
る
選
手
と
、
そ
の
活
躍
を
エ
ー
ル

で
た
た
え
る
応
援
団
と
生
徒
。
競
技
中
は
選
手
の
走

り
を
応
援
で
大
き
く
後
押
し
し
ま
し
た
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◆民生委員・児童委員と主任児童委員の一覧（敬称略）　【任期：平成2₈年12月1日~令和元年11月30日】
行　政　区 氏　名 行　政　区 氏　名 行　政　区 氏　名

西根地区 38 笹目 田　村　ハルエ 71
畑１区

立　花　良　子
１ 駅前一区 菊　池　　　登 39 松久保 本　堂　ハツヨ 72 立　花　義　弘
２ 駅前二区 佐々木　美　香 40 山崎 西　山　辰　男

73 畑１区（一部）、
畑２区（一部） 戸　澤　照　子

３ 上町 里　舘　秀　子 41 堀切 松　浦　利　男
４ 仲町 佐　藤　初　江 42 寺田新田 滝　川　喜佐男 74 畑２区 村　上　和　子
５ 下町一区 工　藤　裕　子 43 野口 佐々木　きみゑ 75 荒屋新町 石　田　トシエ
６ 下町二区 ※　選　考　中 44 寺田 伊　藤　　　實 76 新町中央 三　浦　榮　吉
７ 下町三区 元　木　八重子 45 帷子 遠　藤　紘　子 77 荒屋 藤　田　フミ子
８

松川
関　　　昇　一 46 土沢 佐々木　　　禎 78

秋葉
工　藤　久　美

９ 山子澤　孝　子 47 若谷地 柴　田　弘　子 79 山　本　恵　子
10 山後 田　村　まき子 48 川原目 小野寺　敦　子 80 曲田横間 畠　山　修　悦
11 岡村、山子沢 田　村　市　郎 49 上関 小野寺　キヌ子 81 五日市１区 盛　内　康　悦
12 大石平 三　浦　ミ　ネ 50 荒木田 小野寺　幸　子 82 五日市２区 羽　澤　千代子
13 渋川 竹　田　み　よ 51 舘沢 小野寺　良　男 83 五日市３区 滝　沢　信　子

14 渋川開拓、
白屋 本　堂　澄　子

松尾地区 84 五日市４区 畠　山　陽　子
52 安比高原 山　本　　　徹 85

浅沢第１
佐　藤　利　栄

15
北村

岩　崎　清　子 53 小屋の沢、時森 杣　澤　秋　子 86 北　口　美智子
16 伊　藤　セ　チ

54 大花森、
松尾（一部） 八　幡　竹　男

87 浅沢第２ 齋　藤　文　子
17

両沼
工　藤　久美子 88 苗石田 川　又　喜美子

18 阿　部　恭　子 55 松尾 ※　選　考　中 89 新興矢神 角　舘　多恵子
19 中関 山　口　敦　子 56 中松尾 葛　　　文　世 90 栗木田、平長 三　浦　静　子
20 五百森 工　藤　曉　子 57 野駄 佐々木　育　子 91 杉沢、田山上 安　保　弘　巳
21 中村 遠　藤　勝　子 58 上野駄 山　口　ノブ子 92 田山下 安　保　　　智
22 間羽松 工　藤　久美子 59 中沢、前森 米　田　玲　子 93 愛の山 安　保　ト　キ
23 舘腰 伊　藤　　　敏 60 北寄木 田　村　美知子 94 石名坂 八　幡　　　博
24 町組 藤　原　正　志 61

南寄木
石羽根　惠　子 95 折壁 齊　藤　　　武

25 高宮 工　藤　義　昭 62 畑　　　初　身 96 日瀬通 齊　藤　政　身
26 薬師 本　堂　新　吉 63 寄木新田 中軽米　こう子 97 舘市 山　本　幸　弘
27 上平笠 伊　藤　吟　子 64 上寄木 鈴　木　綾　子 98 兄畑 山　本　ハ　ヨ
28 中平笠 伊　藤　忠　一

65 畑、柏台一丁目
（一部） 畑　　　英　子

99 兄川 杉　本　由美子
29 下平笠 伊　藤　紀　子 主任児童委員
30 南平笠 吉　田　　　誠 66 金沢 髙　橋　律　子 地　区 氏　名
31 東 藤　原　美喜子 67 八幡平温泉郷 圓　子　涼　子 １ 大更 滝　澤　ミツエ
32 大久保 田　村　　　勇

68 柏台一丁目、
二丁目 柳　澤　勝　子

２ 田頭 工　藤　園　子
33 共新 井　上　節　子 ３ 平舘、寺田 松　浦　　　操
34 小福田 佐々木　寿　子

69 柏台二丁目（一
部）、三丁目 工　藤　富美子

４ 松尾、野駄 藤　田　三喜子
35 大泉 田　中　征　七 ５ 寄木、柏台 髙　橋　誠　子
36 駅前、わし森 鈴　木　ハマ子 安代地区 ６ 荒沢 畠　山　桂　子
37 椛沢 伊　藤　和　則 70 細野、豊畑 堀　江　幸　子 ７ 田山 三　浦　睦　子

　

 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は
？

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は「
民
生
委
員

法
」と「
児
童
福
祉
法
」に
基
づ
き
、厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
現
在
、
市
に
は

１
０
４
人（
２
つ
の
地
区
で
選
考
中
）の
民

生
委
員・児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、

任
期
は
３
年
間（
再
任
可
）。
こ
の
う
ち
７

人
は
、
特
に
児
童
福
祉
の
相
談
支
援
を
専

門
と
す
る「
主
任
児
童
委
員
」で
す
。

　
地
域
福
祉
の
相
談
役
と
し
て
、
解
決
へ

向
け
た
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
地
域
に

寄
り
添
い
続
け
て
き
た
民
生
委
員
の
歴
史

は
長
く
、
住
民
の
抱
え
る
課
題
が
一
層
複

雑
化
・
多
様
化
す
る
中
で
、
変
わ
る
こ
と

の
な
い「
人
と
人
と
の
心
の
つ
な
が
り
」を

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

　

 
声
を
聞
い
て
、
つ
な
ぎ
ま
す

　
「
年
を
取
っ
て
、不
安
な
こ
と
が
増
え
て

き
て
︙
」「
子
育
て
が
心
配
で
︙
」「
ご
近

所
さ
ん
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
み
た
い

だ
け
ど
、
ど
う
声
を
掛
け
れ
ば
い
い
か
分

か
ら
な
く
て
︙
」

　
1
人
暮
ら
し
が
増
え
て
き
た
こ
と
、
隣

近
所
と
の
交
流
が
希
薄
に
な
っ
て
き
た
こ

と
、
そ
う
し
た
環
境
の
変
化
と
と
も
に
、

私
た
ち
の
身
の
周
り
に
は
、
悩
み
事
や
不

安
を
抱
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
と
き
に
、そ
ば
に
寄
り
添
い
、解

決
の
手
助
け
を
す
る
の
が
民
生
委
員
・
児

童
委
員
で
す
。
身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
、

解
決
に
向
け
て
、
困
っ
て
い
る
人
と
行
政

や
相
談
所
な
ど
適
切
な
専
門
機
関
と
を
つ

な
ぐ
大
切
な「
橋
渡
し
役
」に
な
り
ま
す
。

　
1
人
で
暮
ら
す
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り

や
訪
問
活
動
、
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

月
に
1
度
定
例
会
を
開
き
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
同
士
で
地
域
の
情
報
共
有
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

 

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
の
住
民

の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
の
で
、
相
談
者
と

同
じ
目
線
で
対
応
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
法
律
で
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
を

守
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
相

談
内
容
が
委
員
や
関
係
機
関
以
外
に
伝
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

 

今
年
は
一
斉
改
選

　
現
在
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期

は
11
月
末
で
満
了
し
ま
す
。
改
選
さ
れ
次

第
、
改
め
て
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高齢者部会が介護機器の説明を受け
体験しました。さまざま研修を受講
し、知識の向上を図っています。

年に１回開催される福祉運動会。地
元の中学生も参加し、皆で元気いっ
ぱい汗を流しました。

赤ちゃんが生まれた家庭に主任児童
委員手作りのフォトフレームをプレ
ゼント。関係づくりに努めています。

高齢者夫婦の集いに参加。一緒にレ
クリエーションを通して、お年寄り
夫婦と交流を図っています。

市防災訓練に民生児童委員協議会と
して参加し、災害ボランティアセン
ター開設訓練を行いました。

月に一度の定例会。関係機関も参加
し、誰もが話せる和やかな雰囲気で
情報交換などを活発に行っています。

Q民生委員・児童委員ってどんな活動をしているの？　Aこんな活動をしています Q民生委員・児童委員ってどんな活動をしているの？　Aこんな活動をしています

民
生
委
員
・
児
童
委
員

【
問
い
合
わ
せ
先
】地
域
福
祉
課
福
祉
総
務
係（
☎
・
内
線
１
１
１
５
）

声
を
聞
い
て
、
つ
な
ぎ
ま
す

地
域
に
寄
り
添
う
身
近
な
存
在
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工藤 忠義 さん（76）
＝両沼＝

武田 常
つねのり

德 さん（72）
＝山子沢＝

髙濱 修一 さん（61）
＝五百森＝

遠藤 勝
かつのり

徳 さん（70）
＝寺田＝

故 遠藤 齊優 さん (74）

＝細野＝

旭日単光章（地方自治功労）

立花 秀一 さん（₈₈）

＝寺田＝

　春の叙勲、危険業務従事者叙勲、
高齢者叙勲、死亡叙勲が政府から
発表されました。
　叙勲は顕著な功績を挙げた人な
どに贈られます。本市で受章され
た７人の皆さんを紹介します。

　元副市長。昭和42年に旧西根
町職員になり、商工観光課長、
総務課長などを歴任。平成15年
９月から市制施行後の25年３月
まで、旧西根町役場助役、市副
市長を務め、市政の円滑な運営
に貢献しました。

市ＰＴＡ連絡協議会表彰
佐々木　智　輝　さん（元大更小PTA副会長）
工　藤　悦　夫　さん（元大更小PTA副会長）
松　葉　慎　哉　さん（前安代小PTA副会長）
山　本　大　輔　さん（前田山小PTA会長）
澤　口　栄　華　さん（前西根中PTA副会長）
中　村　　裕　　さん（前西根一中PTA会長）
畠　山　達　哉　さん（前安代中PTA副会長）

　人生を自分らしく過ごすためには、心と体の機能の維持・向上を
図る「介護予防」の意識が大切です。
　「年だから…」と諦めずに、介護予防に取り組んでみませんか。

高齢者健康教室

安代地区　昨年度の参加者
津島幸

さ ち こ
子さん＝新町中央＝

地　区 施設名 電話番号

西　根 七時雨憩の湯 77︲257₃

岩手山焼走り国際交流村 76︲201₃
松　尾 なかやま温泉館 7₈︲₃1₃2
安　代 綿帽子温泉館 72︲6₈11

　家族に迷惑をかけずに暮
らしたいという思いから始
めました。運動するだけでは
なく、会話も弾み、心身の健
康作りができました。スタッ
フや参加者の皆さんに感謝
しています。

地 区 開催日 時間 開催場所

西 根
松 尾

９月11日から
12月1₈日まで
の毎週水曜日

午後２時から３
時半まで

デ イ サ ー ビ ス
あさひ

安 代
８月22日から
11月2₈日まで
の毎週木曜日

午後２時から３
時半まで

介 護 老 人保 健
施設あしろ苑

道具を使って手指の体操をする参加者（綿帽子温泉館）

安代地区　参加者
八幡三治郎さん＝苗石田＝

　体操は健康にも良いし、
長生きにもつながります。雰
囲気も大層良く、ここに来る
とやる気が湧きます。ただ、
男性参加者は私１人なので、
男性の人にも参加してほし
いと思います。

西根地区　昨年度の参加者
田村ミヤ子さん＝小福田＝

　運動して筋力が付いたこ
とで、腰の痛みがいくらか良
くなりました。背中がすっき
りして姿勢が良くなったこ
とがうれしいです。楽しく
「ココトレ！運動教室」に通う
ことができました。

井上 勉 さん（₈2）
＝大石平＝

　元市議会議長。昭和60年９月
に旧西根町議選で初当選し、市
制施行後で通算５期20年８カ月
にわたり務めました。平成13年
９月からは議長として、18年４
月まで議会運営の円滑化に尽力
しました。

　元市消防団本部分団長。昭和
45年に旧西根町消防団へ入団し
ました。同副分団長、分団長を
歴任し、市制施行後の平成21年
９月から市消防団本部分団長を
務めました。43年５カ月間にわ
たり、地域の防災に貢献しました。

　元１等陸尉。釜石市出身で昭
和51年に陸上自衛隊へ入隊しま
した。岩手駐屯地などで勤務し、
第１大隊本部管理中隊長、第２
整備大隊本部付隊長などを歴任。
平成24年に定年退官するまで
国・地域のために尽力しました。

　元旧安代町議会議員。昭和63
年11月に旧安代町議選で初当
選し、平成12年までの通算３期
12年を務めました。また、昭和
34年から平成27年までの56年
間、統計調査員を務め、地域と
行政の発展に貢献しました。 　元旧西根町議会議員。昭和60年９月に旧西根町議選

で初当選し、平成15年までの通算５期18年間を務めま
した。任期中は教育民生常任委員会委員長、総務常任
委員会委員を歴任し、町勢の発展に尽力しました。

　元県農業共済組合組合長理事。
平成３年４月に盛岡地方農業共
済組合理事に就任し、27年間に
わたり、農政の推進に尽力しま
した。また、５年から22年まで
４期16年８カ月間、議員を務め、
市勢の発展に尽力しました。

死亡叙勲高齢者叙勲
旭日単光章

（地方自治功労）

危険業務従事者叙勲

瑞宝双光章
（防衛功労）

春の叙勲
瑞宝単光章
（消防功労）

春の叙勲
旭日双光章

（農業振興功労）

春の叙勲
瑞宝双光章

（地方自治功労）

春の叙勲
旭日双光章

（地方自治功労）

　心からご冥福をお祈りいたします。

７人の叙勲受章者を
紹介します

5╱30 多年にわたりPTA活動推進に寄与

始めよう、介護予防

取り組み 1

温泉施設で体操、ヨガなど楽しく運動します

ココトレ！運動教室
取り組み ２

専門スタッフと一緒に運動します

いつまでも元気で
自分らしい生活を

受賞者（左から工藤さん、佐々木さん、松葉さん、畠山さん）

　65歳以上（付き添いの人も可）の人が参加できる高齢者
健康教室は、下表の各温泉施設を会場に週1回のペースで
開いています。
　体操、ヨガ、グラウンドゴルフなどの運動をするほか、
年2回の体力測定、年４回のリハビリテーション専門職と
シルバーリハビリ体操指導者による体操やリハビリ運動
なども行っています。
　運動後は、温泉と食事もお楽しみください。開催日な
ど、詳しくは各温泉施設へ問い合わせてください。

　市は、65歳以上の人を対象に、リハビリテーション専
門職の指導の下で運動するリハビリ強化型運動教室（コ
コトレ！運動教室）を下表の各介護施設で開きます。
■応募要件　介護認定を受けていない人、どんな運動を
したらいいのか分からない人　など
※応募者の中から審査の上、対象者を決定します。
■申込期限　７月5日㈮
■問い合わせ先　市役所健康福祉課地域包括支援セン
ター（☎・内線1094）
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市
は
、
空
き
店
舗
の
活
用
を
通
じ
て
商
業

の
振
興
と
活
性
化
を
図
り
、
地
域
経
済
の
発

展
に
資
す
る
た
め「
市
創
業
者
支
援
事
業
費

補
助
金
」を
創
設
し
ま
し
た
。

■
対
象　
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
事
業
を
営

も
う
と
す
る
個
人
ま
た
は
中
小
企
業
者
な
ど

■
補
助
対
象
経
費　
空
き
店
舗
の
外
装
、
内

装
、
設
備
な
ど
の
工
事
に
要
す
る
経
費

■
補
助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
。
た
だ
し
、
50
万
円
を
限
度
に
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
す
る
。

空
き
店
舗
を
活
用
し
て
事
業
を

始
め
る
創
業
者
を
支
援
し
ま
す

　
市
は
、独
身
男
女
の
結
婚
を
支
援
す
る
た
め
、

い
き
い
き
岩
手
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー「
ｉ‒

サ
ポ
」の
入
会
登
録
料
の
半
額
を
補
助
し
ま
す
。

　
「
ｉ‒

サ
ポ
」は
、（
公
財
）い
き
い
き
岩
手
支
援

ⅰｰ

サ
ポ
入
会
登
録
料
の

半
額
を
補
助
し
ま
す

　
市
は
、
結
婚
に
伴
う
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
新
婚
世
帯
に
対
し
、
新
生
活
に

係
る
費
用
を
支
援
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
期
間　
平
成
31
年
1
月
1
日
か

ら
令
和
2
年
2
月
29
日
㈯
ま
で

■
補
助
対
象
経
費　

次
の
❶
～
❸
の
費
用

で
、
最
大
30
万
円
ま
で

❶
住
宅
取
得
に
係
る
費
用

❷
住
宅
賃
貸
に
係
る
費
用

❸
引
っ
越
し
に
要
し
た
費
用
で
、
引
っ
越
し

業
者
ま
た
は
運
送
業
者
へ
支
払
っ
た
費
用

■
補
助
対
象
者　
次
の
❶
～
❽
の
要
件
を
全

て
満
た
す
人

新
婚
世
帯
に
最
大
30
万
円
支
援

　
市
は
、
左
記
の
日
程
で
消
防
演
習
を
行

い
ま
す
。
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救

助
訓
練
や
空
高
く
掲
げ
ら
れ
た
バ
ル
ー
ン

を
標
的
に
、
迫
力
の
あ
る
一
斉
放
水
訓
練

な
ど
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
６
月
23
日
㈰
午
前
７
時
40
分
か

ら
正
午
ま
で

■
場
所　
松
尾
総
合
運
動
公
園
多
目
的
運

動
場

■
問
い
合
わ
せ
先　
防
災
安
全
課
消
防
防

災
係（
☎
・
内
線
１
２
６
３
）

市
消
防
演
習
を
行
い
ま
す

　
市
は
、
住
宅
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
確

保
・
向
上
を
図
り
、
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
各
種
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

◎
耐
震
診
断
士
を
派
遣

■
対
象
住
宅　
次
の
❶
～
❸
の
要
件
を
全
て
満

地
震
に
備
え
て
住
ま
い
の
安
心

住
宅
耐
震
助
成
を
し
て
い
ま
す

　
県
で
は
、
食
品
内
容
量
を
測
定
す
る
計
量

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
内
容　
７
月
６
日
㈯
か
ら
８
月
５
日
㈪
ま

で
の
１
カ
月
間
、
自
費
で
購
入
し
た
対
象
商
品

の
内
容
量
を
測
定
し
、
日
誌
に
記
入

■
募
集
人
員　
５
人

■
説
明
会　
７
月
５
日
㈮
午
後
１
時
半
か
ら

２
時
半
ま
で

■
説
明
会
会
場　
市
役
所
多
目
的
ホ
ー
ル
棟

■
謝
礼　
５
０
０
０
円

■
申
込
期
限　
６
月
20
日
㈭

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
商
工
労
政

係（
☎
・
内
線
１
３
１
８
）

食
品
内
容
量
を
測
定
す
る

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　
市
は
、
令
和
２
年
度
採
用
予
定
の
市
職
員

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

市
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す

初
級
事
務
【
若
干
名
】

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

初
級
事
務（
障
が
い
者
対
象
）【
1
人
】

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
次
の
全
て
の
要

件
を
満
た
す
人

▼
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人（
手
帳
は
受
験
申
込
日
お
よ
び
試
験

日
当
日
に
お
い
て
有
効
で
あ
る
こ
と
。）

▼
活
字
印
刷
文
に
よ
る
教
養
試
験
や
口
頭
面

接
試
験
に
対
応
可
能
な
人

初
級
土
木
【
1
人
】

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

保
育
士
【
若
干
名
】

保
育
士
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
免
許
の
両
方

（
令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

人
を
含
む
）を
有
し
、平
成
４
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人

看
護
師
【
若
干
名
】

看
護
師
免
許（
令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人
を
含
む
）を
有
し
、昭
和
59
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

診
療
放
射
線
技
師
【
1
人
】

診
療
放
射
線
技
師
免
許（
令
和
２
年
３
月
末

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）を
有
し
、

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
職
種
、
採
用
予
定
人
数
、
受
験
資
格

臨
床
検
査
技
師
【
1
人
】

臨
床
検
査
技
師
免
許（
令
和
２
年
３
月
末
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）で
、昭
和
63

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
試
験
日　
９
月
22
日
㈰

■
試
験
会
場　
岩
手
大
学
教
育
学
部
棟

■
申
し
込
み
方
法　
受
験
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送（
必
着
）

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
や
受
験

申
込
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
総
務
課
ま
た
は
西
根
・
安

代
両
総
合
支
所
か
ら
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　
８
月
９
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課（
☎
・
内
線
１

２
３
１
）

令和元年度新採用職員の皆さん

■
補
助
金
の
交
付
条
件

❶
市
内
で
営
業
し
て
い
る
店
舗
か
ら
空
き
店

舗
へ
移
転
す
る
場
合
は
、
移
転
前
の
店
舗
が

休
業
ま
た
は
廃
業
に
な
ら
な
い

❷
申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
年
度
内
に
着

工
し
完
了
す
る

❸
工
事
の
施
工
業
者
は
、
市
内
に
主
た
る
事

業
所
ま
た
は
本
店
を
有
す
る

❹
営
業
開
始
前
の
改
装
で
あ
る

❺
営
む
事
業
が
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
第
２
条
に
規

定
す
る
営
業
で
な
い

❻
事
業
を
営
も
う
と
す
る
空
き
店
舗
に
お
い

て
営
業
を
開
始
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
年

以
上
継
続
し
て
営
業
す
る

■
問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課
商
工
労
政

係（
☎・
内
線
１
３
１
６
）

財
団
が
、
県
や
市
、
主
要
団
体
と
連
携
し
、
運

営
。
会
員
登
録
制
に
よ
り
、
１
対
１
の
出
会
い

の
機
会
を
提
供
し
、
理
想
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者　
次
の
❶
～
❸
の
要
件
を
全
て

満
た
す
人

❶
市
内
に
住
民
登
録
を
し
、
現
に
婚
姻
し
て
い

な
い

❷
申
請
時
点
で「
ｉ‒

サ
ポ
」を
退
会
し
て
い
な

い❸
市
税
の
滞
納
が
な
い

■
補
助
額　
５
０
０
０
円（
１
回
限
り
）

■
申
請
方
法　
「
ｉ‒

サ
ポ
」に
登
録
後
、申
請
書

兼
請
求
書
、
入
会
登
録
料
の
領
収
書
の
写
し
、

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）の
写
し
を

地
域
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

兼
請
求
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
同
課
か
ら
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
入
会
登
録
日
か
ら
３
カ
月
以
内

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（
☎
・
内
線
１
１
１
４
）

❶
平
成
31
年
1
月
1
日
か
ら
令
和
2
年
2
月

29
日
㈯
ま
で
の
期
間
に
入
籍
し
た
夫
婦

❷
申
請
時
点
で
、
夫
婦
と
も
市
内
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る

❸
夫
婦
の
合
計
所
得
が
３
４
０
万
円
未
満

❹
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
制
度
に
よ
る
家
賃

補
助
を
受
け
て
い
な
い

❺
市
税
の
滞
納
が
な
い

❻
家
賃
の
滞
納
が
な
い

❼
こ
れ
ま
で
に
同
じ
補
助
金
を
受
給
し
て
い

な
い

❽
夫
婦
と
も
婚
姻
日
の
年
齢
が
34
歳
以
下

■
申
請
期
限　
令
和
2
年
３
月
13
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
福
祉
課
福
祉
総
務

係（
☎
・
内
線
１
１
１
４
）

た
す
住
宅

❶
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
戸
建

て
住
宅

❷
在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
木
造
平
屋
建
て
ま
た

は
木
造
２
階
建
て

❸
過
去
に
同
耐
震
診
断
を
受
け
て
い
な
い

■
対
象
者　
　
対
象
住
宅
の
所
有
者

■
診
断
費
用　
無
料

■
募
集
戸
数　
10
戸

◎
耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
を
補
助

■
対
象
住
宅　
前
記
❶
、
❷
の
要
件
を
満
た
す

住
宅

■
対
象
者　
法
人
を
除
く
、
対
象
住
宅
の
所
有

者
で
、
市
税
そ
の
他
市
に
対
す
る
債
務
を
滞
納

し
て
い
な
い
者

■
対
象
工
事　
耐
震
診
断
の
結
果
、
判
定
値
が

１・０
未
満（
倒
壊
す
る
可
能
性
あ
り
）と
診
断

さ
れ
た
対
象
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

■
助
成
額　
耐
震
改
修
工
事
費
の
２
分
の
１
以

内（
上
限
60
万
円
）

■
募
集
戸
数　
１
戸

■
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
建
築
係（
☎
・
内

線
１
３
０
６
）

市役所からのHOT LINE
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ɴｏ 講座名【所要時間】 担当課など 電話番号
または内線

１ 人口減少問題とこれからの地域づくり【60分】 企画財政課 1207

２ みんなで考えよう「農（みのり）と輝（ひかり）の大地のエネルギー」【60分】 企画財政課 120₈

３ 八幡平市の財布【20分】 企画財政課 1205

４ 地熱が支える農（みのり）と輝（ひかり）【60分】 企画財政課 120₈

５ 「生涯活躍のまち」実現に向けて【60分】 企画財政課 1207

６ 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～大学との連携編～【60分】 企画財政課 1210

７ 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～関係人口編～【60分】 企画財政課 1207

８ 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～総集編～【₉0分】 企画財政課 1207

９ 防災講座【₃0分～60分】 防災安全課 1264

10 地域づくりにヨソモノの力を活用しよう～地域おこし協力隊編～【40分】 地域振興課 1150

11 八幡平市の公共交通政策について【60分】 地域振興課 1151

12 みんなが進める男女共同参画【60分～₉0分】 地域振興課 1141

1₃ 体験‼ ニュースポーツ教室【60分～120分】 地域振興課 1147

14 八幡平市の観光【45分～60分】 商工観光課 1₃11

15 ごみを減らそう！分別しよう！【₃0分～60分】 市民課 1060

16 国民健康保険の仕組み【₃0分～60分】 市民課 1072

17 後期高齢者医療の仕組み【₃0分～60分】 市民課 1072

1₈ 知っておきたい悪質商法～騙
だ ま

されないために、騙されたら～【₃0分～60分】 市民課 1066

1₉ 自分のからだをチェックしよう【₃0分～60分】 健康福祉課 10₈2

20 あなたの地区の健康問題ご存知ですか？【60分～₉0分】 健康福祉課 10₈2

21 いのちの門番「ゲートキーパー」ミニ講座【60分～₉0分】 健康福祉課 10₈2

22 高齢者の肺炎球菌ワクチン予防接種について【₃0分～60分】 健康福祉課 10₈2

2₃ おじいちゃん、おばあちゃん出番です！～孫の歯を立派に育てましょう～【60分～₉0分】 健康福祉課 10₈2

24 知ろう、支えよう、認知症～あなたも今日から認知症サポーター！～【60分】 健康福祉課 10₉₃

25 障がい福祉について【₃0分～60分】 地域福祉課 110₈

26 子育て支援について【₃0分～60分】 地域福祉課 1106

学んでみたいに応えます！　令和元年度まちづくり出前講座を利用しよう

　市は、日頃行っている業務を地域の皆さんに知っ
ていただくため、まちづくり出前講座を開講して
います。市政全般をはじめ、健康に関することなど、
幅広いメニューを用意していますので、ぜひ利用
してください。
■申し込み方法　出前講座は、市内に在住、通勤
または通学しているおおむね10人以上の団体であ
れば申し込みできます。講座一覧表の中から希望
の講座を選び、仮予約をした後、会場を決め、受

講希望日の2週間前までに申込書を提出してくだ
さい。その後、日程などを調整します。
■その他　❶出前講座の開催時間は2時間以内で、
開催場所は原則、市内に限ります。❷材料費など
が必要な場合は、受講者負担となります。❸一覧
表にないメニューについては、地域振興課に問い
合わせてください。
■問い合わせ先　地域振興課生涯学習係（☎・内線
1143）

　

市
は「
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
ｉｎ
Ｉ
Ｗ
Ａ

Ｔ
Ｅ
２
０
１
９
」（
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ
主
催
）

へ
の
出
展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、参
加
申
し
込
み
後
は
事
前
協
議
を

設
け
、注
意
事
項
の
説
明
や
、ど
の
よ
う
な
内

容
で
制
作
を
検
討
し
て
い
る
の
か
聞
き
取
り

を
行
い
ま
す
。

■
内
容　
市
の
魅
力
を
表
現
し
た
15
秒
の

Ｃ
Ｍ
で
、テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
が
、未
発
表

の
作
品

■
参
加
の
流
れ　
❶
参
加
申
込
書
の
提
出 

⇒ 

❷
事
前
協
議 

⇒ 

❸
作
品
提
出 

⇒ 

❹
市

の
代
表
作
品
選
考
会 

⇒ 

❺
番
組
収
録
に
出

場■
参
加
申
込
期
限　
６
月
2₈
日
㈮

■
事
前
協
議
日
時　
７
月
８
日
㈪
か
ら
10
日

㈬
の
間
で
調
整

■
作
品
提
出
期
限　
９
月
20
日
㈮

■
規
格　

Ｈ
Ｄ（
16
：
９
）を
基
本
と
し
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ま
た
は
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク

■
番
組
収
録
日
時　
11
月
24
日
㈰
午
後
１
時

か
ら
５
時
ま
で

■
番
組
収
録
場
所　
ア
イ
ー
ナ

■
賞
品　
作
品
提
出
者
へ
市
共
通
商
品
券

（
番
組
で
入
賞
す
る
と
、最
大
で
２
万
円
分
）

を
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
企
画
財
政
課
広
報
広
聴

係
（
☎
・
内
線
１
２
０
１
）

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
で

市
の
魅
力
を
伝
え
よ
う

狩猟免許を取得しませんか？　狩猟免許新規取得経費の一部を補助します

　市は、令和元年度に狩猟免許を新規取得した
際の経費の一部を補助します。
■対象者　次の要件を全て満たす人
①市内に住所を有し、市税の滞納がない人
②狩猟免許を新たに取得した人③狩猟免許取得
後、市猟友会に入会し、かつ市鳥獣被害対策実
施隊に入隊する人
■補助対象　❶第1種銃猟免許❷わな猟免許
■対象経費　受験料、申請手数料、医師の診断
書料、教習実費など
■補助額　経費合計額の2分の1まで。ただし、
上限額は❶が5万円、❷が1万円
■申請期間　補助対象経費が生じた日の属する
年度の末日まで
■必要書類　①取得した狩猟免許の写し②経費
に係る領収書などの写し③猟友会に入会したこ
とを証明する書面④市鳥獣被害対策実施隊入隊
の誓約書
■問い合わせ先　農林課林業係（☎・内線
133₈）

　

国
民
健
康
保
険（
国
保
）税
の
納
税
通
知

書
を
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

【
資
格
に
異
動
が
あ
る
と
き
】

　

国
保
税
は
、
国
保
資
格
の
異
動
届
け
出

に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
社
会

保
険
な
ど
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き
に
は
、
14
日
以
内
に
届
け
出
が
必
要
で

す
。
就
職
や
退
職
で
自
動
的
に
切
り
替
わ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず

市
民
課
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
告
は
済
ん
で
い
ま
す
か
】

　

国
保
税
は
、
前
年
の
所
得
を
基
に
計
算

す
る
た
め
、
確
定
申
告
な
ど
が
済
ん
で
い

な
い
と
、
正
し
い
算
定
が
で
き
な
い
場
合

や
、
軽
減
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
収
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
世
帯

主
と
加
入
者
全
員（
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
世
帯
主
も
含
み
ま
す
）の
申
告
が
必

要
で
す
。

【
納
付
が
困
難
な
人
は
ご
相
談
を
】

　

災
害
や
疾
病
、
失
業
な
ど
、
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
分
割
納
付
や

減
免
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
▼
国
保
の
資
格　
市

民
課
国
保
年
金
係（
☎
・
内
線
１
０
７
２
）

▼
国
保
の
税
額　
税
務
課
市
民
税
係（
☎
・

内
線
１
１
２
７
）
▼
国
保
税
の
納
付
相
談　

税
務
課
収
納
係（
☎
・
内
線
１
１
２
８
）

国
保
税
の
納
税
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

令和元年度狩猟免許試験
■試験日、試験会場など

試験日 試験会場 申請期間

７月14日㈰ 西根地区
市民センター

５月27日㈪から
６月2₈日㈮まで

９月15日㈰ 西部公民館
（盛岡市）

７月2₉日㈪から
８月₃0日㈮まで

12月15日㈰ 県立大学
（滝沢市）

10月2₈日㈪から
11月2₉日㈮まで

■予備講習会　試験前に無料の予備講習会（６月22日㈯、
９月1日㈰、12月1日㈰）を開きます。申し込みなどは、（公
社）県猟友会（☎019︲622︲235₈）まで。
■試験内容　❶知識試験❷適正試験❸技能試験
■受験手数料　1件5︐200円（県収入証紙で納付）
■提出書類　▶狩猟免許申請書▶受験票▶本人確認書類の
写し▶返信用封筒および切手（狩猟免状の郵送を希望する
人のみ）▶医師の診断書
■申し込み・問い合わせ先　盛岡広域振興局保健福祉環境
部（☎019︲629︲6563）
※県や県猟友会のウェブサイトで、試験や予備講習会につ
いての詳細を確認することができます。

市役所からのHOT LINE
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月 Monday 火 Tuesday 水Wednesday 木 Thursday 金 Friday 土 Saturday 日 Sunday

休日救急当番医　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 01₈₆）
森整形外科（☎76︲2₃1₈） 大里医院（☎22︲1251）
西根病院（☎76︲₃111） 大湯リハビリ病院（☎₃7︲₃511）
東八幡平病院（☎7₈︲2511） かづの厚生病院（☎2₃︲2111）
平舘クリニック（☎74︲₃120） 小坂町診療所（☎2₉︲5500）

笹村整形外科（☎₃0︲00₃5）

休日当番薬局　　（当番日はカレンダー内に記載しています）

市 内 鹿角（市外局番 01₈₆）
あさひ薬局（☎75︲2227） 黒沢薬局（☎₃5︲₃200）※日曜・祝日開局
あさひ薬局西根中学校前店（☎70︲2₃11） ファーマックスかづの薬局（☎₃0︲00₃₃）
大更調剤薬局（☎70︲1₃20） 日本調剤薬局（☎₃0︲11₉₃）
柏台薬局（☎71︲1001） ヘルシークラブ厚生病院前薬局（☎₃0︲00₈0）
さいとう薬局（☎72︲21₃0）
白樺薬局（☎74︲₃₃6₃）

小児救急入院受入当番病院　（当番日はカレンダー内の日付右側に記載しています）

病 院 名 電話番号 病 院 名 電話番号
岩手県立中央病院（中央） 01₉︲65₃︲1151 盛岡赤十字病院（日赤） 01₉︲6₃7︲₃111
岩手医科大学附属病院（医大） 01₉︲651︲5111 川久保病院（川久保） 01₉︲6₃5︲1₃05
▶日曜・祝日の日中（9：00～1₇：00）　休日救急当番医へ
　日中の診療時間に受診できる人は、日中の時間内に受診しましょう。
▶症状が軽い場合（19：00～2₃：00）　盛岡市夜間急患診療所【内科、小児科】へ
　盛岡市神明町₃︲2₉、盛岡市保健所（☎ 01₉︲654︲10₈0）
▶症状が重い場合（1₇：00～翌朝 ₉：00、土曜日は1₃：00（祝日の土曜日は ₉：00）から受
け入れ）　小児救急入院受入当番病院へ
　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、休日救急当番医や盛岡市夜間急患診
療所が診療していない時間帯に急病の子どもを受け入れます。
　時間外の受診が小児救急入院受入当番病院に集中すると、重症な子どもの治療に
支障を来す恐れがあります。症状が軽い場合は、盛岡市夜間急患診療所を受診しま
しょう。

各種相談　※相談名欄に（要予約）と記載のある相談は、事前予約が必要

相 談 名 日 時 場 所 担当（予約先）

くらしとお金の安心
相談会（要予約）

７月1₉日㈮
10：00～15：00

市役所本庁舎
※　西根・安代両総合支所
でも対応可（予約時相談）

市民課
（☎・内線1066 ）

年金相談（要予約） ７月11日㈭
10：00～15：₃0 市役所多目的ホール棟 盛岡年金事務所

（☎01₉︲62₃︲6211）

人権相談（要予約） 要相談 要相談 市民課
（☎・内線1061 ）

※　定例行政相談はカレンダー内に記載しています

岩手医大・県立中央病院などの出張診療日
病 院 名 診 療 科 目 診 療 日 時

西根病院（☎76︲₃111）

糖　尿　病 毎週火曜日　　　　　午前中
耳　鼻　科 毎週水曜日　　　　　午前中
循　環　器 第２・４水曜日　　　10：00～

心臓・血管外科 第２・４木曜日　　　午前中
呼　吸　器 第３月曜日　　　　　14：00～
血　　　液 第３水曜日　　　　　14：00～
神　　　経 第３木曜日　　　　　14：00～

安代診療所（☎72︲₃115） 内　　　科 第２・４木曜日　　　午前中
※　西根病院の出張診療は、内科で初診を受け、医師が必要と判断した場合、次回か
ら予約受診になります。
※　診療日は祝日等により前後の週に変更する場合があります。電話で事前確認願い
ます。

※コミセンは、コミュニティセンターの略称です。
６月24日～７月21日

市税納期（納期限７月1日）　市県民税（第1期） 市税納期（納期限７月₃₁日）　固定資産税（第２期）、国民健康保険税（第1期）
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小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日 ■図書館休館日
■健康福祉課＝乳幼児健康
相談・離乳食講習【受付】　
9：30～9：40（市役所多目的
ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■大更コミセン＝大更ふれあ
い大学「移動研修」　7：45～
16：00（秋田県小坂町）

■寺田コミセン＝▶幼児映画
会　10：00～10：30（寺田保育
所）▶子ども映画会　15：20～
16：00

■図書館休館日（図書整理日）
■健康福祉課＝親子教室【受
付】　9：30～9：55（市役所多目
的ホール棟）
■田頭コミセン＝ＥＭ廃油石
けん作り教室　10：00～11：00

■議会事務局＝市議会６月
定例会・議案審議（予定）

■議会事務局＝市議会６月
定例会・休会（予定）

■議会事務局＝市議会６月
定例会・委員長報告ほか（予
定）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（日　赤）

小児救急病院
（医　大）

■博物館休館日
■商工観光課＝岩手山山開き
（神事は6:00から焼走り登山
口）
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（市役所多目
的ホール棟）

■図書館休館日
■健康福祉課＝乳児健診【受
付】　13：00～13：15（市役所多
目的ホール棟）

■市役所本庁窓口延長日　　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝３歳児健診
【受付】　13：00～13：30（市役
所多目的ホール棟）
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～15：05（松尾地区内）
■寺田コミセン＝健康体操教
室　13：30～15：00

■田頭コミセン＝野山を歩く
会　6：45～18：30（階上海岸）
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（安代地区体
育館）
■寺田コミセン＝▶寺田地
区グラウンド・ゴルフ大会　
8：30～12：00（七時雨体験観
光施設）▶茶道教室寺子屋　
15：30～16：45
■松尾コミセン＝移動図書　
13：00～14：45（松尾地区内）

■寺田コミセン＝自然を歩こ
う　6：30～18：00（早池峰山）
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（安代地区体
育館）
■大更コミセン＝大更ふれあ
い大学　10：00～12：00

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（中　央）

■博物館休館日
■松尾コミセン＝輝楽大学「グ
ラウンド・ゴルフ」　8：30～
12：00（松尾総合運動公園）
■図書館＝あみぐるみ教室　
10：00～15：00

■図書館休館日
■大更コミセン＝大更婦人学
級「移動研修」　9：00～16：00
（安比高原）
■田頭コミセン＝ベトナム料
理教室　10：00～13：00
■健康福祉課＝１歳児健診
【受付】　13：00～13：15（市役
所多目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
13：00～14：50（荒沢地区）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■健康福祉課＝▶２歳６カ月
児歯科健診【受付】　9：00～
9：15（市役所多目的ホール
棟）▶１歳６カ月児健診【受
付】　13：00～13：30（市役所多
目的ホール棟）
■荒屋コミセン＝移動図書
11：40～14：50（田山地区）

■広報はちまんたい発行日
■寺田コミセン＝七時雨大学　
9：30～14：30

■田頭コミセン＝曙大学
「ニュースポーツ交流会ほか」　
9：40～14：00
■健康福祉課＝▶午後から健
診【受付】　13：30～15：00（市
役所多目的ホール棟）▶夕方
健診【受付】　17：00～19：00
（市役所多目的ホール棟）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（川久保）

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■海の日
■市役所閉庁日

■図書館休館日
■博物館休館日
■地域振興課＝定例行政相談　
9：30～12：00（市役所本庁舎）

■市役所本庁窓口延長日　
17：15～19：00（市民課）
■体育協会＝第14回市民グラ
ウンド・ゴルフ大会　8：30～
12：40（松尾総合運動公園）

■図書館＝本のクリニック　
10：00～15：00
■寺田コミセン＝子ども映画
会　15：20～16：00

■安代総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（田山コミセ
ン）
■寺田コミセン＝幼児映画会　
10：00～10：30（寺田保育所）
■ 図 書 館 ＝ 夏 の 映 画 会　
19：30～20：30

▶当番医（市内）東八幡平病
院・（鹿角）小坂町診療所▶当
番薬局（市内）柏台薬局、さい
とう薬局・（鹿角）黒沢薬局
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27 小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（中　央）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝総合健診【受
付】　7：00～9：30（柏台小）
■田頭コミセン＝ピラティス
教室　14：00～15：00

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）森整形外科・
（鹿角）大里医院▶当番薬局
（市内）あさひ薬局・（鹿角）
ファーマックスかづの薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■健康福祉課＝ミニドック健
診【受付】　7：00～9：30（安代
地区体育館）
■ 図 書 館 ＝ え ほ ん の 会　
14：00～15：00
■田頭コミセン＝ピラティス
教室　14：00～15：00

■市役所閉庁日
■寺田コミセン＝寺田地区ソ
フトボール大会　8：00～12：00
（寺田小グラウンド）
■田頭コミセン＝田頭地区体
育祭　8：30～15：00（松尾総合
運動公園）
■地域振興課＝第28回岩手
山焼走りマラソン全国大会　
9：00開始（岩手山焼走り国際
交流村）

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）大湯リハビリ病院▶当
番薬局（市内）あさひ薬局西根
中学校前店・（鹿角）日本調剤
薬局

小児救急病院
（医　大）

小児救急病院
（日　赤）

■市役所閉庁日
■図書館＝▶おはなしのじか
ん　14：30～15：00▶Tom＆
Tam Story Time　15：00～
15：30
■大更コミセン＝仮装盆踊り
大会【受付】　18：30（フーガの
広場）

■市役所閉庁日

▶当番医（市内）西根病院・
（鹿角）かづの厚生病院▶当番
薬局（市内）大更調剤薬局・
（鹿角）ファーマックスかづの
薬局

小児救急病院
（中　央）

小児救急病院
（医　大）

■市役所閉庁日
■西根総合支所＝定例行政相
談　9：30～12：00（西根地区市
民センター）
■図書館＝八幡平短歌会　
13：00～15：30

■市役所閉庁日
■体育協会＝第14回市民バド
ミントン大会　8：30～12：00
（松尾コミセン）

▶当番医（市内）平舘クリニッ
ク・（鹿角）笹村整形外科▶当
番薬局（市内）白樺薬局・（鹿
角）ヘルシークラブ厚生病院
前薬局
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行事の内容など、詳しくは主催団体などにお問い合わせください。
【掲載依頼】掲載希望は発行月の前月10日までにご依頼ください。
掲載は、主催団体などを所管する市の担当課を通じ、依頼のあった記事を
優先します。
◆掲載の確約および採否の連絡はいたしかねます。
◆掲載文は市に一任していただきます。
◆営利目的や確実な掲載を希望される場合は、広告枠をご利用ください。

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

市共通商品券取り扱い
店舗・事業者を募集中

　消費税率の引き上げに伴い、10
月 1 日から低所得者・子育て世帯
主向けのプレミアム付商品券の使
用が始まる予定です。新たに商品
券の取り扱いを希望する店舗・事
業者は申し込みしてください。
■申込期限　７月31日㈬
■申し込み先　市商工会（☎76︲
2040）

食の安全安心について
無料出前講座をします

　県では、食品表示、食中毒防止、
食品添加物、残留農薬など食の安
全安心に関する理解を深めてもら
うため、無料で講師を派遣してい
ます。自治会や老人クラブなどの
研修会に活用してください。
■問い合わせ先　県環境生活部
県民くらしの安全課（☎019︲629︲
5322）

地熱発電所建設の
住民説明会を開催

　安比地熱㈱は、８月から地熱発
電所の建設を開始するため、着工
前に住民説明会を開きます。
■開催日　６月25日㈫
■時間・場所　▶午前10時から11
時まで・松尾コミュニティセン
ター▶午後６時から７時まで・
舘市コミュニティセンター
■問い合わせ先　安比地熱㈱（☎
6₈︲7332）

研修に参加して訪問傾聴
スキルを習得しませんか

　ボランティア団体「思縁（しえ
ん）つながり」では、個人宅訪問傾
聴活動研修を行います。
■日時　６月29日㈯・30日㈰、７
月13日㈯・14日㈰　いずれの日
も午前10時から午後5時まで
■会場　市役所多目的ホール棟
■定員　60人
■費用　2︐000円（資料代）
■申込期限　６月20日㈭
■申し込み・問い合わせ先　同団
体・伊藤（☎090︲6225︲4641、ファ
クス77︲2427、メールyib01702@
nifty.ne.jp）

業務で使用する計量器
定期検査をお忘れなく

　取引、証明に使用する計量器は、
2年に1度の検査が義務付けられ
ています。該当する計量器は、必
ず受検してください。また、検査
を受けたことがない計量器は、事
前に登録が必要ですので、問い合
わせしてください。
■検査の日時と場所

日 時 対象
地区 場所

７月２日㈫ 午前10時～
午後３時半

大更
田頭

西根総
合支所

７月３日㈬ 午前10時～
午後３時

平舘
寺田

平 舘
コミュニティ
センター

７月４日㈭ 午前10時～
午後３時 松尾

松 尾
コミュニティ
センター

７月５日㈮
午前10時～
正午 荒沢

安代総
合支所
車庫

午後１時半
～３時 田山 田山支

所車庫
※正午から午後１時までは、受け
付けできません。
■検査手数料　250円~（種類に
より異なります）
■問い合わせ先　市役所商工観光
課商工労政係（☎・内線131₈）

Ｂ型肝炎被害者救済
無料電話相談を実施

　Ｂ型肝炎被害対策東北弁護団
岩手事務局では、Ｂ型肝炎被害者
救済のため、訴訟について弁護士
が無料で電話相談に応じます。
■日時　６月23日㈰午前10時から
午後３時まで
■相談の電話番号　☎019︲623︲
037₈（通話料は利用者負担）

県の大規模事業に
対する意見を募集

　県では、八幡平市内で行われる
大規模事業について、事業継続が
適切であるか評価しましたので、
その内容について皆さまから意見
を募集します。
■対象事業　馬淵川広域河川改修
事業（安比川の河川改修を含む）
■募集期間　６月14日㈮から７月
16日㈫まで
■資料閲覧場所　県庁行政情報セ
ンターおよび県民室、行政情報サ
ブセンター、県公式ウェブサイト

（サイト内検索で｢パブリックコメ
ント」と入力）など
■意見の提出・問い合わせ先　県
政策推進室（☎019︲629︲51₈1）

認知症予防を学び
自分らしい生活を

　介護老人保健施設岩鷲苑では、
市民を対象とした介護教室を無料
で開きます。
■日時　７月12日㈮午後１時半
から２時半まで
■申し込み・問い合わせ先　同施
設（☎76︲5611）

多重債務でお困りの方
専門相談員が応じます

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、自らの収入で返済できない借
金で悩んでいる人の相談に応じま
す。相談は無料です。
■日時　月曜日から金曜日まで

（祝日、年末年始を除く )午前８時
半から午後４時半まで
■相談専用電話　019︲622︲1637

水辺の事故を防ぐため
命は自分で守る意識を

　暑くなると水辺でレジャーを楽
しむ機会が増え、事故が多く発生し
ています。楽しく安全に活動するた
め、次のことに気を付けましょう。
■水辺の活動に関する注意事項
❶遊ぶ前に天気予報を確認❷遊ぶ
ときはライフジャケットを着用❸
一人ではなくグループで行動❹溺
れている人がいたら、飛び込まず
に助けを呼ぶ❺水に落ちてしまっ
たら、慌てず浮いて助けを待つ

消防法の規定に基づく
消防設備士試験を実施

　（一財）消防試験研究センターで
は、消防設備士試験を行います。
■試験日　８月10日㈯、25日㈰
■会場　建設研修センター（盛岡
市）ほか
■申請期間　▶電子申請　６月25
日㈫から７月2日㈫午後5時まで
▶書面申請　６月2₈日㈮から７月
5日㈮まで (消印有効 )
■問い合わせ先　同研究センター
岩手県支部（☎019︲654︲7006）

産業廃棄物最終処分場
環境影響評価書の縦覧

　（一財）クリーンいわて事業団で
は、公共関与型産業廃棄物最終処
分場整備事業に関する環境影響評
価書を縦覧します。
■縦覧期間　６月24日㈪から７月
23日㈫まで
■縦覧場所　市役所市民課、県庁
環境生活部廃棄物特別対策室、同
事業団（奥州市 )など
■問い合わせ先　同事業団施設整
備課（県庁内☎019︲629︲6940）

労使間の悩み事を
労働相談会で解決

　労働者と使用者との間のさまざ
まな問題に、県労働委員会の委員

（弁護士など）が相談に応じます。
相談は無料です。
■日時　６月23日㈰午後１時か
ら４時まで　※事前予約を優先
■場所　カシオペアメッセ・な
にゃーと
■予約・問い合わせ先　県労働委
員会事務局（☎0120︲610︲797）

労働保険料の申告
納付は期日までに

　労働保険料の申告・納付期限は
７月10日㈬となっています。期限
までに最寄りの銀行または郵便局
で手続きをしてください。
■問い合わせ先　岩手労働局総
務部労働保険徴収室（☎019︲604︲
3003）

何気ない日常の出来事を
短文に書き表しませんか

　市教育振興運動推進協議会では
「三行詩」を募集しています。日常
の心がほっこりする出来事を３行
程度の短文に、思ったまま、感じ
たままに書き表してみませんか。
■応募区分　八幡平市内の小学
生・中学生・高校生、市民
■応募方法　❶各実践区事務局

（各小学校）❷各コミュニティセン
ター❸教育総務課に備え付けの応
募用紙に、氏名、年齢（学年）、実
践区名、住所、電話番号、三行詩

（短文）など必要事項を記入の上、
❶~❸のいずれかの窓口に応募し
てください。
※応募用紙は1作品につき1枚
■応募期限　９月30日㈪
■表彰　入選作品は、市教育振興
運動推進大会で表彰します。
■問い合わせ先　市役所教育総務
課総務係（☎・内線1367）

　市教育振興運動推進協議会で募集
した三行詩の入選作品を不定期で紹
介するコーナーを新設しました。
＝平成30年度三行詩入選作品＝
▶協議会長賞
「この靴ちっちゃい　つま先いたい」
「えっ　こないだ買ったばっかりだぞ」
俺の財布もいてぇよ

でも　なんだかうれしい
佐々木 智彦（松野実践区）

みんなで三行詩なな 三 詩詩
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（４月届け出分）

※掲載は届け出順で、届け出人が希望した場合だけ載せています（敬称略）。

（行政区・性別・保護者）

伊藤　成
せ い あ

吾（帷子・男・学）

田村　陽
は る と

翔（薬師・男・滉平）

工藤　夕
ゆ う あ

空（五百森・男・祐介）

畠山　庵
いおり

（渋川開拓・男・敏幸）

江川　夢
ゆ ら

桜（山崎・女・勲）

八角　理
まさふみ

史（東・男・寿）

髙橋　奏
そ う た

汰（南寄木・男・竜也）

　北條　豊　　　／仲町

　田村　真紀子　／仲町

　髙橋　勝見　　／南平笠

　沼田　江梨　　／盛岡市

　西村　優作　　／東

　角掛　帆乃香　／東

　阿部　悠人　　／両沼

　藤原　朱花　　／両沼

澤口　茂雄　　　71歳　下町一区

遠藤　忠一　　　₈3歳　松久保

田村　和彦　　　64歳　野駄

髙橋　倉雄　　　₈4歳　中沢

三浦　正信　　　77歳　平長

畠山　タミ　　　93歳　曲田横間

髙橋　光枝　　　72歳　わし森

澤口　スヱ　　　100歳　わし森

田村　キク　　　93歳　松久保

角舘　勇　　　　₈7歳　折壁

斉藤　光男　　　₈3歳　畑1区

工藤　俊雄　　　93歳　高宮

畠山　貞子　　　₈7歳　田山下

田村　ハナ　　　9₈歳　東

髙橋　キエ子　　91歳　野駄

畠山　ミサ　　　₈7歳　荒木田

佐々木　イサ　　73歳　中松尾

横澤　きみ　　　95歳　駅前二区

伊藤　忠夫　　　₈6歳　南平笠

山口　クニ　　　9₈歳　上野駄

金澤　源藏　　　₈9歳　田山下

松村　タカ　　　₈0歳　下町一区

吉田　吉男　　　90歳　上寄木

小林　榮子　　　94歳　五日市1区

工藤　陽子　　　67歳　畑2区

内田　まつ子　　97歳　野駄

工藤　政榮　　　₈3歳　北村

遠藤　藤次郎　　₈7歳　高宮

宮嶋　敏男　　　₈9歳　愛の山

健やかに

安らかに

■交通事故発生件数など　（　）は前年同月の数■人口の動き【４月₃0日現在　（　）は前月比】
地　　区 人　　口 世 帯 数
西根地区 15,545（－47） 6,301（＋８）
松尾地区 5,700（－７） 2,398（－２）
安代地区 4,335（－３） 1,853（＋９）
合　　計 25,580（－57） 10,552（＋15）
男　　性 12,365（－14）
女　　性 13,215（－43）

出生 ９ 死亡 31
転入 76 転出 111

項　　目 ４月 １月からの累計
人身事故 ３（３） ８（11）
物損事故 32（47） 175（240）
負 傷 者 ３（６） 10（13）
死 者 ０（１） ０（３）
飲酒運転 １（０） １（０）
火 災 ２（０） ４（２）
救 急 97（111） 412（469）

お幸せに

（
（
（

（

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

　

今
回
は
、
西
根
地
区
の
寿
老
人

ク
ラ
ブ（
田
村
京
子
会
長
、
会
員
数

36
人
）を
紹
介
し
ま
す
。

〇
ク
ラ
ブ
の
特
徴
は
？

　

女
性
の
会
員
が
多
く
、
ク
ラ
ブ

と
同
時
に
地
元
の
サ
ロ
ン
に
も
参

加
し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
や
社
会
福
祉
協
議
会

が
行
う
演
芸
大
会
な
ど
の
行
事
が

行
わ
れ
る
会
場
へ
行
き
や
す
い
地

区
に
あ
る
の
で
、
行
事
へ
の
参
加

率
が
高
い
の
も
特
徴
で
す
。

〇
活
動
内
容
は
？

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
な

ど
多
く
の
体
育
大
会
へ
参
加
し
て

健康福祉課高齢福祉係 ☎・内線109₈
いきいきシルバー

地
域
一
体
の
活
動
を
―
寿
老
人
ク
ラ
ブ

　毎年６月は、児童手当の受給者全員が児童手当現況届
を提出する月です。
　対象となる人には、必要書類などを送付しています。ま
だ書類が届いていない人は、地域福祉課に問い合わせてく
ださい（公務員の人は、勤務先での手続きとなります）。
　なお、現況届の提出がない場合は、支給が停止になる
こともありますので、必ず期限内に提出してください。
■提出期限　６月2₈日㈮必着
■提出先　地域福祉課、西根・安代両総合支所、田山支所
■提出書類　「児童手当・特例給付現況届」…受給者全員
が提出するもの
　また、右表の各要件に該当する人は「児童手当・特
例給付現況届」と併せて必要書類を全て提出してくだ
さい。

要 件 必 要 書 類

❶国民健康保
険以外の保険
証の場合

「受給者の健康保険証の写
し」または「年金加入証明書」

❷住民票上、児
童と住所を別に
している場合

「別居監護の申立書」
※　児童が八幡平市外に居

住している場合は、「児童
の世帯全員の住民票（本
籍・世帯主との続柄表示あ
り）」も必要

❸祖父母など、
父母以外の人
が児童を養育
している場合

「児童の生計を維持している
ことの申立書」

子育てＮＥＷＳ
地域福祉課児童福祉係 ☎・内線110₃

児童手当の現況届
忘れずに提出しましょう

今回お話を伺った、寿老人クラブの田村会長（写真
左上）ほか会員と田村利也平舘地区老人クラブ連合
会会長（写真左下）（５月９日）

〇
困
っ
て
い
る
こ
と
は
？

　

新
会
員
の
加
入
促
進
が
目
下
の

課
題
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
は
60
歳
か
ら
加
入
で
き

ま
す
が
、
現
在
は
65
歳
を
過
ぎ
て

も
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
多
く
、

な
か
な
か
加
入
し
て
も
ら
え
な
い

の
が
現
状
で
す
。

〇
今
後
の
展
望
は
？

　

ま
ず
は
会
員
の
増
加
に
努
め
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
個
々
の
ク
ラ
ブ
が
そ

れ
ぞ
れ
で
頑
張
る
だ
け
で
は
な
く
、

地
区
の
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
い
っ
た
、

よ
り
大
き
な
単
位
で
地
域
を
盛
り

上
げ
る
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
、
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
舘
保
育
園
児
と
の
ミ
ズ
キ
団
子

作
り
や
平
舘
小
１
・
２
年
生
と
昔

の
遊
び
を
す
る
な
ど
、
世
代
間
の

交
流
も
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
市
議
会
の
傍
聴

に
行
き
、
外
出
の
機
会
に
す
る
と

と
も
に
、
知
識
の
吸
収
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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地
域
お
ここ
し

だ

力
隊

り

協

よ

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
︒
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
︒

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
︒
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
︒

皆
さ
ん
の
活
動
を
サ
ー
ク
ル
・
サ
ー
ク
ル
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
︒
催
し
案
内
や
会
員
募
集
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
︒

サークル　　　　・サー
クル

市内で活動、活躍する
団体・サークル・チーム
などを紹介

サークル

博物館だより

図書館だより

M U S E U M

L I B R A R Y

博物館　TEL 63-1122

 図書館　TEL 75-1700
松尾コミュニティセンター図書室　TEL 76-3235
荒屋コミュニティセンター図書室　TEL 72-2505

Vol.61

よ
う
や
く
、
新
緑
が
心
地
良

い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

八
幡
平
市
に
移
住
し
て
、
は
や

９
カ
月
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
交

流
し
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

春
か
ら
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る

空
撮
を
始
め
ま
し
た
。
4

月
中
旬
に
ア
ス
ピ
ー
テ
ラ
イ
ン

が
開
通
し
た
の
で
、早
速
、八
幡

平
市
の
写
真
家
集
団
ブ
ラ
ー
ド

フ
ォ
ト
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に

撮
影
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
雪

今月の担当
三村 恵 さん

Vol.₃0

◎活動の魅力は？
　踊り始めの幕入りの歌が始まると、自然と気持
ちが引き締まります。緊張しつつも楽しく踊るこ
とができたときの達成感はひとしお。すがすがし
い気持ちになります。活力が満ちあふれてくるよ
うな不思議な魅力が神楽にはあります。
◎今後の目標・展開は？　
　観客の皆さんに「何度でも見たい」と思ってもら
えるように、丁寧な踊りを心掛けていきたいです。
また、平舘地区のこれからを担う子どもたちに山
伏神楽に触れてもらい、それが楽しい思い出とし
て心に刻まれ、地区の宝として踊り継がれていけ
ばいいなと思っています。
◎活動日時・場所は？
　毎週土曜日午後７時から８時まで、平舘コミュ
ニティセンターで活動しています。メンバーを募
集していますので、一緒に踊って気持ちのいい汗
を流しましょう。
■問い合わせ先　杉田好

こ う こ

子（☎・74︲2706）

山伏神楽愛好会（平舘）

◎結成何年目？きっかけは？
　岩手山神社山伏神楽は、約1︐200年前に坂上田
村麻呂から命を受けた山伏大蔵院が、熊野神を岩
手山に勧

か ん じ ょ う

請したことが始まりです。後継者がいな
くなり平舘では途絶えていたのですが、松尾村に
親子で継承していた人がいて、平舘で神楽を習う

メンバー1₈人（４月20日現在）
代表：髙橋 啓子＝共新＝

扇を手に笑顔で舞う子どもたち

会を作ろうと、昭和55年に岩手山神社山伏神楽保
存会が発足しました。以来 37年間活動し、平成30
年に愛好会へ名称を変更しています。
◎活動の内容は？
　市内数カ所の神社の
祭典で奉納しているほ
か、小学校の運動会や
中学校の文化祭、地区
の芸術祭へ参加してい
ます。

の
回
廊
を
初
め
て
目
に
し
ま
し

雪壁の最も高い場所で記念撮影

た
が
、
高
さ
8
ⅿ
の
壁
に
は
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ん
な
身
近

で
、
雄
大
な
景
色
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
幸
せ
を
改
め
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

４
月
１
日
よ
り
、
八
幡
平
市

移
住
・
定
住
情
報
サ
イ
ト

﹃
は
ち
ま
ん
た
い
通
信
﹄を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。「
八
幡
平
市
に

密
着
し
た
情
報
サ
イ
ト
が
な

い
」と
い
う
声
を
よ
く
耳
に
す

る
の
で
、
市
外
に
発
信
す
る
移

住
・
定
住
の
情
報
だ
け
で
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
活
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
面
白
い
情
報
も

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、見
に
来
て
く
だ

さ
い
。（https://w

w
w

.8m
t-

2shin.com
/

）

アスピーテライン上空から空撮

はちまんたい通信トップページ

原敬ゆかりの人物、小山田佐七郎

　元治2（1₈65）年ごろ、盛岡藩士であった小山田佐
七郎は、本宮村（現盛岡市）で漢籍を教えていまし
た。その子どもたちの中には、後の内閣総理大臣・
原敬もおり、９歳から14歳まで学びました。明治に
なり、沢内村（現西和
賀町）の小学校で校長
を務め上げた後、息子
の義江が田山小へ赴
任したのを機に、供に
移住しました。そして
明治14（1₈₈1）年に、佐
七郎は田山村で亡く
なりました。
　大正2（1913）年の佐
七郎33回忌法要の時、

原敬の援助で地蔵寺（田
山）にある墓碑が再建さ
れています。

黒御影石の自然石を用いて再建
された佐七郎の墓碑

　5月12日、子ども図書館まつりを開催し、母の日
にちなんだ絵本の読み聞かせや大型紙芝居などを楽
しむ親子連れでにぎわいました。
　まつりには 22人が参加。盛岡市の読み聞かせボラ
ンティア・グループ「おはなしたまて箱」は、絵本『お
かあさんだいすきだよ』の読み聞かせや大型紙芝居、
手遊びなどを披露し、参加者を楽しませました。

■■■　新着 CD 紹介　■■■
タイトル アーティスト名／レーベル

POP VIRUS 星野源
FLAVA Little Glee Monster
ラブとポップ～好きだった
人を思い出す歌がある～
mixed by DJ 和

ソニー・ミュージックレーベ
ルズ

201₉ GRAMMY® ノミ
ニーズ Universal Music

松之丞 講談 - シブラク名
演集 - 神田松之丞

◆読書マラソン参加者募集
　読書マラソンの申し込みは６月24日㈪から市立図書
館および松尾・荒屋コミュニティセンター図書室で開
始します。ぜひ参加してたくさんの本を読みましょう。
■期間　７月1日㈪から12月26日㈭まで

親子でにぎわった子ども図書館まつり

幅約２㍍もある大型紙芝居『か
ぜのこもりうた』を上演

　迷子になった子ゾウ
が母を探すお話『かぜ
のこもりうた』は大型
紙芝居で演じられ、参
加者たちは引き込まれ
るように見入っていま
した。

あしろhana花フェスタ2019協賛イベント
■期間　６月21日㈮から23日㈰まで
■内容
①入館料無料（開館時間は午前９時から午後４時半まで）
②博物館前に植えられているラベンダーの摘み取り体験
　（開花状況により開催できない場合があります。）
③押し花ポストカードをプレゼント（先着50人まで）

　９月11日㈬まで当館で
開催中のテーマ展「おひ
ろめ展」では、小山田家に
代々伝わってきた先代の
小山田佐七郎（1676~
1729年）が描かれた掛軸
を展示しています。

小山田佐七郎像掛軸（川口月
げつ

嶺
れい

作）※一部抜粋
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皆さんからの情報をお寄せください。
企画財政課広報広聴係（☎・内線1202⎠

みんなが主役

環境･衛生
ワンポイント

　

環
境
企
画
係　

☎
・
内
線
１
０
６
９

　

生
活
衛
生
係　

☎
・
内
線
１
０
７
１

市民課

田村正彦市長から漆塗りの表彰状が手渡されました

質問コーナーでは児童からの質問に笑みを浮かべ回答

チャンプ凱
が い せ ん

旋母校で祝福
八幡平市スポーツ栄誉賞授与式

　小林陵侑選手の活躍をたたえ新設した市スポーツ
栄誉賞の授与式は5月９日、母校の柏台小で行われ、
児童や地域住民ら約130人が集まり祝福しました。
　児童による八幡平太鼓の演奏で開式。表彰のほか
質問や記念写真、握手に応じ、交流を深めました。
　小林選手は今季を振り返り「八幡平市や岩手の大
きな声援が力になった。名誉ある賞をいただけてう
れしい。ここで生まれ育った誇りを持って、これか
らも飛び続けたい」と意気込みを示しました。

（SAJ31承認第00740号）

（SAJ31承認第00741号）

この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。

対象者 県内の中小企業者など⎝平成2₉～₃0年度
にこの補助金を受けた事業所を除く⎠

対象工事
対象経費

既存の照明・空調設備を省エネ効果の
あるものに更新する工事に要する経費

補助額 対象経費の３分の１⎝上限2₉万９千円⎠

申請期限 令和２年１月₃1日㈮まで

投資回収年数 約３～６年⎝平成₃0年度実績）

その他 必ず申請前に県環境生活企画室に相談
してください。

表＿事業者向け省エネルギー設備導入促進事業費補助金の概要

　
市
は「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！
み
ん

な
の
メ
ダ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
題
し
て

平
成
29
年
６
月
か
ら
31
年
３
月
ま
で
の
１

年
10
カ
月
間
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
を

作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
回
収
を
行

い
、
皆
さ
ん
の
協
力
で
約
₄
０
０
０
ɡ
を

回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル
を
作
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
今
後
は

知
的
障
が
い
の
あ
る
人
の
雇
用
の
創
造
や

ス
ポ
ー
ツ
大
会
運
営
の
寄
付
に
つ
な
げ
る

不
要
な
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
回
収
し
ま
す

　
飼
い
犬
は
年
に
1
回
、
狂
犬
病
の
予
防

注
射
を
受
け
る
こ
と
が
法
令
に
よ
り
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
5
月
15
日
か
ら
26
日
ま
で
市
内

を
巡
回
し
集
合
注
射
を
行
い
ま
し
た
。
ま

だ
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
て
い
な
い
犬
を

飼
っ
て
い
る
人
は
、
近
く
の
獣
医
師
診
療

所
ま
た
は
動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
注
射
に
必
要
な
は
が

き
を
紛
失
し
た
人
は
、
市
民
課
生
活
衛
生

係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
を
目
的
と
し
て
回
収
を
続
け
て
い
き

ま
す
。
引
き
続
き
市
民
課
窓
口
に
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
不

要
な
携
帯
電

話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が

あ
り
ま
し
た

ら
回
収
に
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

職
場
の
照
明
・
空
調
設
備
を

省
エ
ネ
化
し
ま
せ
ん
か

　
市
は
、
平
成
30
年
3
月
に
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
、
市
内
の
事
業

者
へ
も
事
業
活
動
の
中
で
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
つ
な
が
る
行
動
に
努
め
る
よ
う

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
へ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
照
明
・
空
調
設
備
を
省
エ
ネ

効
果
が
あ
る
も
の
に
更
新
す
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
県
で
は
、
下
表
の
通
り
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
県
環
境
生
活
部
環
境
生
活

企
画
室（
☎
０
１
９
・
６
２
９
・
５
２
７
１
）

ま
た
は
県
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
サ
イ
ト
内

検
索
で「
省
エ
ネ
補
助
金
」と
入
力
）ま
で
。

にぎわいで岩手を元気に
復興支援と地産地消を応援するイベント

　第5回いわて生協ベルフ八幡平復興支援・地産地
消フェスタは5月11、12の両日、同店特設会場で開か
れ、多くの来場者でにぎわいました。
　県内特産品の販売や飲食ブースには、被災地5団体
を含む2₈団体が出店。ステージイベントには2日間で
過去最高の16団体が出場し、会場を盛り上げました。
　毎年、来場している田村勝枝さん（盛岡市）は「ワカ
メの詰め放題で袋いっぱい詰めることができて満足。
また来年も来ます」と笑顔を浮かべていました。元気いっぱいにオープニングを務めた松川一の宮太鼓

狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
て

い
ま
せ
ん
か
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皆さんからの情報をお寄せください。☎・内線1202まで。

いだてんのごとく疾走
第10回市民健康マラソン大会

　10回目を迎えた市民健康マラソン大会は５月12
日、松尾総合運動公園で開かれました。
　幼児から大人まで総勢150人のランナーが、残雪の
岩手山を望みながらゴールを目指して特設コースを
駆け抜け、汗を流しました。
　同運動公園を会場に開かれたのは、松尾地区初開
催の第４回大会から数えて４回目。第８回大会から
は西根地区会場が加わり、安代・松尾地区と順に会
場を変えて開かれています。

春告げる桜と滝の共演
不動の滝まつり

　桜と雪の回廊観光キャンペーンの一つである不動
の滝まつりは５月３日、桜松公園で開かれ、多くの
観光客が訪れました。
　会場では市博物館が豆本風メモ帳づくり体験など
のコーナーを初めて出店。体験コーナーには観光客
が次々と訪れ、にぎわいを見せていました。
　当日は、汗ばむほどの好天に恵まれ、同公園にあ
る桜は昼に向かって徐々に色づき始め、桜の木を眺
めながら昼食を楽しむ姿も見られました。まつりを祝い紅白餅をまく関係者

３年の練習期間を経て初披露となった演目「杵舞」

岩手山を背にゴールを目指してラストスパート！

伝統継承に途絶えぬ努力
第5回浅沢神楽まつり

　浅沢神楽まつりは５月４日、浅沢神楽伝承館で開
かれ、浅沢神楽保存会や駒ヶ嶺新山神楽保存会（二戸
市）などにより計８演目が披露されました。
　浅沢神楽保存会は今回、8年ぶりに復活させた演
目や初披露となる演目も用意。会場では、演目名が
紹介されると拍手をして喜ぶ姿が見られました。
　同保存会会長の小山田和義さんは「新たな演目の
披露にこぎ着けたが課題はある。お客さんの反応を
見ながら改良し、続けていきたい」と話しました。

４月25日で100歳を迎えられた小山
田惠子さん＝浅沢第１＝これから
もお元気で（4月26日、自宅）

ふれあい看護体験で入院患者の足
浴を行う平舘高３年の沢口鉄侍さ
ん (５月９日、西根病院）

県警、市防犯隊、市防犯協会がチ
ラシなどを配り、注意喚起しまし
た（５月14日、春の地域安全運動）

台北国際観光博覧会の八幡平市
ブースで岡田久副市長が旅行商品
を宣伝（５月17～20日、台湾）

クールビズ期間中の毎週水曜日は
かりゆしデーとし友好都市名護市
との交流を醸成（５月１５日、市役所）

青空に映える岩手山を背景に声高らかに宣誓する藤原主将

球春の到来告げる交流戦
第8回八幡平市＆三陸中学校交流野球大会

　八幡平市＆三陸中学校交流野球大会は４月27日か
ら29日までの３日間、松尾総合運動公園グラウンド
を主会場に開かれました。
　8回目となる今大会は、市内の中学校４校と釜石
市、大船渡市、陸前高田市、岩泉町、田野畑村、山田町、
洋野町の13校、合わせて17校13チーム（合同チーム含
む）が参加。選手宣誓した西根第一中の藤原蓮

れ ん

主将は
「岩手の野球を愛する仲間と共に友情を深め、自分た
ちの力をプレーで発揮したい」と熱戦を誓いました。

ガイドから夫
め お と

婦桜の説明を受ける春の自然観察会の参加者

桜に囲まれにぎやかに
第６回八幡平さくらまつり

　第６回八幡平さくらまつりは５月４、５の両日、県
民の森・森林ふれあい学習館フォレストアイ周辺で
開かれ、来場者は約４００本のオオヤマザクラが開花した
園内の散策を楽しみました。
　まつりでは、春の自然観察会やミニいすの制作が体
験できる木工体験、餅の振る舞いなどが行われまし
た。春の自然観察会に参加した石川貴

た か こ

子さん（矢巾町）
は「桜が咲いていて楽しめました。広い園内を子ども
と一緒に散策できて良かったです」と目を細めました。

愛しい子どもの晴れ舞台
第11回一升餅を背負って歩こう2019

　第11回一升餅を背負って歩こう2019は５月５日、道
の駅にしねで開かれ、多くの親子連れや応援する家族
などでにぎわいました。
　１~２歳の幼児２６人がはんてん姿で参加。重さ約２㌔
の一升餅を背負って、およそ１０㍍の距離を歩きました。
　兄が待つゴールを目指して歩いた髙橋桜ちゃん

（１歳）の母・朋美さん＝下平笠＝は「無事にゴールへ
たどり着けて一安心。これからも元気で育ってほし
い」と娘の健やかな成長を願いました。 家族の助けを借りながら一升餅の重みに負けず歩く参加者
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▽
集
合
写
真
を
撮
る
の
は
難
し
い
こ
と

を
実
感
。本
職
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
斜
め
後

ろ
で
カ
メ
ラ
を
構
え
て
盗
み
撮
り
︙
い

や
、勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。宏○
 

▽
一
生
餅
を
背
負
う
イ
ベ
ン
ト
に
娘（
１

歳
）が
出
場
。
重
さ
に
戸
惑
い
泣
き
な
が

ら
も
、
兄（
６
歳
）が
手
を
つ
な
ぎ
、
一
緒

に
歩
い
て
ゴ
ー
ル
へ
。子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
感
じ
、う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。竜○

▽
小
林
陵
侑
選
手
の
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉

賞
授
与
式
を
取
材
。
多
忙
に
も
関
わ
ら

ず
、
児
童
や
住
民
と
と
交
流
す
る
姿
に

ほ
っ
こ
り
。
後
日
、
ジ
ャ
ン
ク
S
や
行

列
H
で
芸
能
人
と
並
ん
で
る
姿
を
見
て

「
こ
の
間
会
っ
た
ん
だ
よ
な
」と
改
め
て

う
れ
し
い
気
持
ち
に
。
役
得
役
得
。 

多○
 

●
  
71
   

地
域
の
人
を
助
け
る
た
め 

心
身
を
鍛
え 

任
務
に
あ
た
る 今日もまちに異常がないか巡回

し、予防に努める吉田さん

　平成７年に住田町で生まれる。小・中・高
と野球に打ち込む。大船渡高校、専門学校を
卒業後、29年４月に警察官採用となり、県警
察学校（盛岡市）へ入校。30年1月に八幡平幹
部交番（西根地区）を経て、31年４月から松尾
駐在所に勤務している。

よ
し
だ
・
り
き
　
2₃
歳
　
＝
野
駄
＝

県
警
山
岳
遭
難
救
助
隊 
新
隊
員

岩
手
警
察
署
地
域
課
松
尾
駐
在
所 
巡
査

吉
田 

陸
暉  
さ
ん

　
「
山
岳
遭
難
者
の
捜
索
と
人
命

救
助
が
任
務
な
の
で
、
よ
り
一
層

の
責
任
を
感
じ
ま
す
」と
気
を
引

き
締
め
る
の
は
、
４
月
22
日
に
県

警
山
岳
遭
難
救
助
隊
の
任
命
を
受

け
た
吉
田
陸
暉
さ
ん
。
警
察
官
約

30
人
で
組
織
さ
れ
る
同
隊
の
一
員

と
な
っ
た
。

　
吉
田
さ
ん
が
中
学
卒
業
間
近
の

３
月
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。

そ
の
後
、
大
船
渡
市
に
あ
る
被
災

を
免
れ
た
母
の
実
家
を
訪
れ
た

時
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
や
被
災

者
に
寄
り
添
う
警
察
官
の
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
た
。「
い
ざ
と
い

う
時
、
地
域
の
人
の
助
け
に
な
り

た
い
」と
思
い
を
強
く
し
、
29
年

４
月
に
警
察
官
と
な
り
、
県
警
察

学
校
に
入
校
し
た
。

　
学
校
の
授
業
で
は
、
毎
朝
２
㌔

の
走
り
込
み
と
柔
道
の
稽
古
を
積

ん
だ
。
授
業
終
了
後
に
は
、
５
㌔

の
走
り
込
み
、ロ
ー
プ
登
り
な
ど
、

自
主
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
。

山
岳
遭
難
救
助
訓
練
と
し
て
岩
手

山
へ
登
頂
す
る
な
ど
、
同
期
生
と

一
緒
に
切せ

っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
な
が
ら
体
力

強
化
に
励
ん
だ
。

　
八
幡
平
幹
部
交
番
に
配
属
さ
れ

た
後
も
、
市
総
合
運
動
公
園
体
育

館
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
日
課
と
し
、
体
力
維
持

に
努
め
た
。
そ
の
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
、
上
司
か
ら
推
薦
を
受
け

て
、
県
警
山
岳
遭
難
救
助
隊
員
と

な
っ
た
。

　

吉
田
さ
ん
は「
こ
れ
か
ら
山
菜

採
り
や
登
山
客
が
増
え
始
め
る
時

期
。
い
ざ
と
い
う
時
に
地
域
の
人

を
助
け
ら
れ
る
よ
う
、
出
動
に
備

え
た
い
」と
意
気
込
ん
だ
。


